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旧
郡
役
所
は
「
ま
ち
じ
ゅ

う
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
新
し
い
命

が
吹
き
込
ま
れ
、
町
内
外
の
多
く

の
人
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
以
下
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

①
旧
郡
役
所
を
文
化
、
教
育
、
福

祉
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。

②
運
営
は
ど
ん
な
形
で
行
う
の

か
。

③
今
後
、
ど
の
よ
う
に
各
方
面
へ

発
信
し
て
い
く
の
か
。

次
の
こ
と
に
つ
い
て
問

う
。

①
常
設
型
の
住
民
投
票
条
例
の
設

置
数
は
。

②
町
政
に
関
す
る
重
要
な
事
項
の

想
定
は
。

③
実
施
請
求
に
必
要
な
署
名
数
６

分
の
１
と
し
た
根
拠
は
。
そ
の
数

は
何
人
か
。
６
分
の
１
以
上
の
請

求
は
、
過
剰
で
は
な
い
か
。

④
外
国
人
投
票
資
格
者
の
人
数

は
。

⑤
在
勤
在
学
者
を
投
票
資
格
者
に

含
め
た
考
え
方
に
つ
い
て
。
参
加

を
認
め
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。
把
握
や
登
録
方
法
は
。

⑥
成
立
要
件
を
設
け
な
い
理
由

は
。

①
文
化
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
の

文
化
財
的
価
値
を
保
存
し
た
ま
ま

現
代
に
再
生
し
、
懐
古
的
な
雰
囲

気
を
生
か
し
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
文
化
的
行
事
を
開
催
す
る
。

　

教
育
で
は
、
パ
ン
や
花
卉
類
、

手
芸
作
品
な
ど
の
県
立
愛
知
高
等

養
護
学
校
生
の
販
売
や
接
客
な
ど

の
作
業
学
習
、
県
立
愛
知
高
等
学

校
音
楽
コ
ー
ス
の
練
習
発
表
、
小

中
学
生
の
郷
土
史
学
習
な
ど
の
活

動
の
場
と
な
る
施
設
と
す
る
。

　

福
祉
で
は
、
喫
茶
・
交
流
室
を

小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
保
護
者

や
高
齢
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
所

に
し
た
い
。
ま
た
、
県
立
愛
知
高

等
養
護
学
校
生
の
雇
用
も
考
え
て

①
全
国
で
１
６
３
件
、
県
下
で
は

草
津
市
と
野
洲
市
で
制
定
。

②
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、

基
本
的
に
は
町
政
に
関
す
る
重
要

事
項
は
広
く
対
象
と
す
る
こ
と
が

適
当
と
考
え
る
。

③
請
求
に
必
要
な
署
名
数
＝
投
票

資
格
者
数
の
６
分
の
１
の
数
は
、

２
，７
２
１
人
。

　

町
の
投
票
資
格
者
数
、
他
自
治

体
の
事
例
な
ど
を
勘
案
す
る
と
共
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旧
愛
知
郡
役
所
の
活
用

住
民
投
票
条
例

提
案
さ
れ
た
条
例
は
、
今

後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る

部
分
が
多
く
未
完
成
品
で
あ
る
。

　
施
行
日
は
公
布
の
日
か
ら
１
年

以
内
で
あ
り
、
検
討
す
る
時
間
は

十
分
に
あ
る
。
も
っ
と
完
成
度
の

高
い
条
例
と
し
て
提
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

投
票
結
果
に
対
し
て
「
町

民
、
議
会
及
び
町
長
は
、

住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
で
は
議
会
や
町
長
の
裁

量
範
囲
が
余
り
に
も
大
き
す
ぎ

る
。

　
少
な
く
と
も
投
票
率
が
50
％
を

切
る
場
合
は
開
票
し
な
い
と
か
、

賛
否
の
票
数
の
多
い
方
が
、
有
資

格
者
の
３
分
の
１
以
上
あ
る
こ
と

等
の
成
立
要
件
が
必
要
で
あ
る
。

町
政
に
係
る
情
報
は
多
く

が
町
に
管
理
さ
れ
て
お

り
、
町
側
に
不
利
な
情
報
提
供
は

消
極
的
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
住
民
投
票
は
、
町
政
に
関
す
る

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
住
民
の
意

思
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
理
解
を
得
る
こ
と
が
前

提
条
件
と
な
る
。
最
低
限
の
提
供

量
に
つ
い
て
記
述
す
べ
き
で
あ

る
。

町
外
か
ら
の
在
勤
在
学
者

を
投
票
資
格
者
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
居
住
・
生
活
感

覚
・
納
税
な
ど
住
民
と
根
本
的
に

　

法
律
や
条
例
を
制
定
す
る
場

合
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
は
規
則
で

定
め
て
お
り
そ
の
整
備
や
周
知
期

間
が
必
要
で
あ
る
。

　

29
年
度
中
に
詳
細
部
分
を
詰

め
、
町
民
に
理
解
が
得
ら
れ
る
制

度
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　

こ
の
こ
と
は
町
自
治
基
本
条
例

推
進
委
員
会
で
も
議
論
が
さ
れ
、

通
常
の
選
挙
と
同
じ
要
件
で
３
ヶ

月
以
上
と
し
た
。
在
勤
在
学
者
に

関
心
の
あ
る
事
項
だ
け
で
も
参
加

さ
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　

初
め
て
の
取
組
み
で
あ
る
の

で
、
町
外
か
ら
通
勤
・
通
学
さ
れ

て
い
る
５
％
・
300
人
程
度
の
登
録

を
考
え
て
い
る
。

　

多
く
の
情
報
を
所
有
し
て
い
る

町
が
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
は
必

要
と
考
え
る
が
、
情
報
量
は
変
化

す
る
も
の
で
あ
り
条
例
の
な
か
で

規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

資
料
の
提
供
や
広
報
誌
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
マ
ス
コ
ミ

へ
の
情
報
提
供
な
ど
中
立
性
に
留

意
し
な
が
ら
で
き
る
限
り
分
か
り

や
す
い
方
法
で
提
供
に
努
め
る
。

　

そ
の
他
、
今
ま
で
の
議
会
の
質

問
で「
検
討
・
研
究
す
る
」「
考
え

る
」
等
の
答
弁
で
終
っ
て
い
る
事

項
に
つ
い
て
、「
そ
の
場
限
り
の

答
弁
で
終
わ
る
こ
と
が
な
い
」
よ

う
追
跡
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、

紙
面
の
関
係
で
省
略
す
る
。

　

住
民
投
票
の
実
施
を
請
求
で
き

　

愛
荘
町
住
民
投
票
条
例
は
、
愛

荘
町
自
治
基
本
条
例
の
中
核
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
条
例
で
あ

る
。

　

特
に
、
納
税
義
務
を
負
っ
て
い

な
い
町
外
か
ら
の
在
勤
在
学
者
に

投
票
資
格
を
与
え
る
関
心
の
高
い

条
例
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
町
民

に
は
有
効
な
条
例
に
な
る
こ
と
を

願
い
提
案
も
含
め
質
問
す
る
。
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い
き
た
い
。

②
地
場
産
業
の
育
成
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
結
び
付
け
、管
理
・

運
営
経
費
に
係
る
支
出
を
抑
え
て

い
き
た
い
。
役
場
直
営
で
は
な
く

民
間
外
部
団
体
へ
の
委
託
が
適
当

と
考
え
て
い
る
。

③
地
域
の
名
物
あ
る
い
は
誇
り
と

な
る
よ
う
な
象
徴
的
な
活
動
・
事

業
等
を
企
画
し
て
い
く
。

　

曳
家
工
事
見
学
会
、
木
組
み
見

学
会
な
ど
を
開
催
し
て
情
報
発
信

を
す
る
。

　

こ
の
施
設
の
付
加
価
値
を
高

め
、
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る

活
動
に
努
め
た
い
。

に
、
実
際
、
請
求
可
能
な
レ
ベ
ル

の
も
の
で
あ
り
、
発
議
の
乱
発
防

止
と
言
う
点
も
十
分
考
慮
し
、
６

分
の
１
と
し
た
。

④
外
国
人
登
録
資
格
者
は
、
年
齢

18
歳
以
上
で
町
内
に
３
ヶ
月
以
上

住
所
を
有
す
る
永
住
者（
１
０
２

人
）、
特
別
永
住
者（
32
人
）。

⑤
平
成
22
年
国
勢
調
査
で
は
、
愛

荘
町
外
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
は
、

５
，９
５
４
人
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
町
政
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
よ
り
良
い
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
が
実
現
で
き
る
こ
と
。
デ
メ
リ

ッ
ト
は
、
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ

る
た
び
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
在
勤
在
学
者
を
登
録
制
と

し
、
規
則
で
定
め
る
。

⑥
請
求
要
件
に
投
票
資
格
者
総
数

の
６
分
の
１
以
上
の
連
署
と
し
て

ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
、
町
お
よ
び

住
民
全
体
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
項
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

や
、
投
票
率
の
高
低
に
つ
い
て
も

一
つ
の
町
民
の
意
思
の
表
れ
と
し

て
捉
え
、
議
会
と
町
長
は
、
そ
の

こ
と
を
含
め
た
投
票
結
果
を
尊
重

し
て
議
論
し
、
最
終
的
な
決
定
を

す
る
こ
と
か
ら
成
立
要
件
を
設
け

て
い
な
い
。

条
件
が
違
う
。
在
勤
在
学
者
の
実

態
す
ら
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
３

ヶ
月
程
度
の
在
勤
在
学
で
住
民
投

票
に
か
か
る
町
政
の
重
要
性
が
わ

か
る
の
か
。

る
要
件
と
し
て「
６
分
の
１
以
上

の
連
署
」
と
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
設

定
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
委
員
会

で
も
成
立
要
件
は
必
要
が
な
い
と

さ
れ
た
。

旧愛知郡役所の曳家工事（4/10）

旧愛知郡役所をどう活かすのかQ

旧愛知郡役所の活用
文化・教育を主体にA 徳田　文治 議員徳田　文治 議員

在勤在学者の取扱を明確にすべきQ

愛荘町住民投票条例

今後の検討課題と考えているA

在
勤
在
学
者
を
対
象
に
す
る
こ
と
は
全
国
的
に
も
初
め
て
。

新
聞
、テ
レ
ビ
等
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。


